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修士論文要旨
高校生の出来事に対する認知の多様性獲得がストレス低減に及ぼす効果
Effbctsofacqulringcognitivevarietyoneventsinreducing
StreSSforhigh・SChooIstudents
小倉
【問題と目的】
近年の児童生徒の不登校などの学校不適応の背景にはス
トレスの間道が少なからず関与しており、学校不適応の予
防的措置の一つとして、ストレスマネジメント（以下、SM）
プログラムの開発や実施が期待されている（竹中、1997）。
わが国の学校領域における　SM教育の取り組みは近年開
始されたばかりであり、高校生を対象とした実践例はいま
だ見受けられない。また、SMプログラムの構成要素として、
刺激への介入、認知的側面への介入、行動的側面への介入、
ストレス反応への介入の4一点が挙げられるが（坂野、1995）、
他の要素に比べて認知的側面への介入の実践と方法論の確
立がとりわけ進んでいないのが現状である。そこで本研究
では、高校生を対象としたSMプログラムの方法論確立に向
けて、認知的側面への介入に焦点をあて、生徒の出来事に
対する認知の歪み傾向がストレス反応や学校適応感に及ぼ
す影響を検討したうえで（研究1）、認知的側面への介入プ
ログラムを学級集団に対して実施し、ストレス低減効果を
検討すること（研究2）を目的とした。
研究1：高校生の対人場面における認知および対処の特徴
とストレスとの関連について
【方　法】
対象者　都内7校の高校に在籍する高校1年生～高校3年
生に対してアンケート調査を実施し、384名（男子201名、
女子183名、平均年齢16．6歳）を分析対象とした。
調査材料　①対人場面において歪んだとらえ方（過度の一
般化、べき思考など）をどの程度採用するか問う尺度、②
対人場面における行動的対処について問う尺度、③青年用
適応感尺度（大久保、2005）から対人関係に関する項目、
④ストレス反応測定尺度（SRS・18；鈴木ら、1997）
【結果と考察】
（丑の尺度の平均得点±1SDを基準として、出来事に対す
る歪んだとらえ方の確信度が高い者を「歪み高群」、以下「歪
み中群」「歪み低群」に分け、認知の歪みの程度がストレス
反応および学校適応感に及ぼす影響を検討するため、歪み
傾向群を独立変数、ストレス反応得点および学校適応感得
点を従属変数とする分散分析を行なった。その結果、「歪み
高群」の者は、「歪み中群」「歪み低群」の者よりも有意に
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ことが示され（クく．01）、高校生の認知的側面への介入の必
要性が示唆された。
研究2：対人場面における認知の多様性獲得によるストレ
ス低減効果の検討
【方　法】
対象者　都内の公立高校に在籍する2年生（全5クラス）
63名（男子26名、女子37名）に対してアンケート調査
および心理教育の授業を実施した。
調査材料　①出来事に対する認知について問う測度、②認
知的評価測定尺度V（三浦、2002）、③ストレス反応測定尺
度SRS－18、④エゴグラム、⑤授業後アンケート
プログラムの内容　歪んだ認知傾向を改善するためには、
まずは1つの出来事に対して多角的にとらえる視点をもつ
ことが重要である。そこで、出来事に対する認知の多様性
を獲得することに重点を置いた心理教育プログラムを　45
分×2限連続で1回実施し、授業実施2週間後に事後アン
ケートを行なった。
【結果と考察】
授業前の時点での案出数の平均値を基準として案出多群
と少群に分け、群（多・少）と時期（介入前・介入後）を
独立変数、ストレッサーへの認知的評価およびストレス反
応を従属変数とする分散分析を行なった（Figure）。その結
果、案出少群における「コントロール可能性」が介入前よ
り介入後で有意に上昇し、「抑うつ・不安」が有意に低減し
た。また、両群において「不機嫌・怒り」が有意に低減し
（すべてpく．01）、全体として、認知的側面への介入効果が
認めら＿れた。今後は、これまで行なわれてきた行動的側面、
情動的側面への介入に加え、認知的側面への介入を取り入
れた包括的な高校生用ストレスマネジメントプログラムを
整備していく必要がある。
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Figure　介入によるストレス反応得点の変化
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